
 

 

 

 

 

 

 

今号では，２年生と４年生の取り組みについて紹介します。 

 

＜２年＞ 

２年生では，一学期に学習した筆算の計

算手順をもとに，2 回繰り上がりや繰り下

がりのある筆算や，3 つの数をまとめて足

す筆算の計算手順をみんなで表にまとめ，

可視化していきました。（下図） 

 

そして，その表を使って，筋道を立てて

筆算の計算手順を説明し合う活動を繰り返

し行いました。時には，教師がロボットに

なりきり，児童が指示した通りに先生ロボ

ットが筆算を解いていくという活動をする

ことで，本当に自分が筋道を立てて筆算の

計算手順を説明できているか確認すること

もありました。 

子ども達は，「表を使って説明する勉強，

今までで一番楽しい。」「自分の考えを，分

かりやすく説明できるようになった。」「今

なら，どんな筆算でも解けそうな気がす

る！」などと，楽しそうに取り組んでいま

した。 

 

＜4 年＞ 
 4 年生は，プログラミング教育を算数や総合
的な学習に取り入れました。 
 算数では 1 学期に学習した四角形を「直角が

〇つある」「平行が〇つある」などの性質をもと
に分類してフローチャートを作成しました。 
フローチャート図とは，占い，タイプ分け等

で Yes，No でルート選択→分類をする場面で
よく見るあの図です。 

 
四角形を見て,スタートから「平行がある」⇒

「はい」・・・と進んでいくと,「その形は平行四
辺形」と導くものです。色々な四角形のカード
を手に,同じところや違うところを考えて表を
完成させていまし

た。どの図形か迷っ
ても,特徴について
の質問に答えてい
くだけで導かれて
いく良さを実感し
ていました。 

 

総合は,「外遊びは好きですか」などの質問に

「はい」「いいえ」で答えて矢印の方に進むと

「おすすめのスポーツ」が分かるというフロー

チャートを作りました。 

慣れてきたら

「おすすめの佐

賀県の観光地」な

どにもチャレン

ジしていました。

質問が適切でな

いと,意図したと

ころに進めませ

ん。そのため，表

現を工夫する様

子もみられるよ

うになってきま

した。 
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